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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年7月14日(2016.7.14)

【公開番号】特開2014-232651(P2014-232651A)
【公開日】平成26年12月11日(2014.12.11)
【年通号数】公開・登録公報2014-068
【出願番号】特願2013-113135(P2013-113135)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   37/02     　　　Ｊ
   Ｇ０２Ｆ    1/133    ５３５　
   Ｇ０２Ｆ    1/133    ５８０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月24日(2016.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光源と、
　複数の輝度センサと、
　前記輝度センサによる検出値に基づいて光源ごとに輝度を測定する測定手段と、
　前記測定手段により測定される輝度に基づいて光源ごとに発光量のキャリブレーション
を行うキャリブレーション手段と、
を備え、
　前記測定手段は、前記複数の輝度センサのうち測定対象の光源に対応する第１の輝度セ
ンサによる検出値に基づいて測定対象の光源の輝度を測定し、
　前記キャリブレーション手段は、前記複数の輝度センサのうち前記第１の輝度センサと
は別の第２の輝度センサによる検出値に基づいて、前記測定手段により測定される測定対
象の光源の輝度に基づくキャリブレーションを行うか否かを決定することを特徴とする光
源制御装置。
【請求項２】
　前記キャリブレーション手段は、前記第２の輝度センサによる検出値に基づいて、前記
測定手段により測定される測定対象の光源の輝度の信頼性を判定し、信頼性があると判定
された場合に当該輝度に基づくキャリブレーションを行うことを特徴とする請求項１に記
載の光源制御装置。
【請求項３】
　前記キャリブレーション手段は、
全ての光源を消灯させた状態における前記第２の輝度センサによる検出値と、測定対象の
光源のみを点灯させた状態における前記第２の輝度センサによる検出値と、の差分が閾値
以下である場合に、前記測定手段により測定される輝度に信頼性があると判定する請求項
２に記載の光源制御装置。
【請求項４】
　前記第１の輝度センサは、測定対象の光源に最も近い位置にある輝度センサである請求
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項１～３のいずれか１項に記載の光源制御装置。
【請求項５】
　前記第２の輝度センサは、測定対象の光源から入射する光量が第２の閾値より少ない輝
度センサのうちのいずれかの輝度センサである請求項１～４のいずれか１項に記載の光源
制御装置。
【請求項６】
　前記第２の輝度センサは、前記複数の輝度センサのうち、測定対象の光源から入射する
光が最も少ない輝度センサである請求項１～４のいずれか１項に記載の光源制御装置。
【請求項７】
　前記第２の輝度センサは、前記複数の輝度センサのうち、測定対象の光源から最も距離
が離れた位置にある輝度センサである請求項１～４のいずれか１項に記載の光源制御装置
。
【請求項８】
　前記第２の輝度センサは、前記複数の輝度センサのうち、測定対象の光源を消灯させた
状態における検出値が当該状態における前記第１の輝度センサによる検出値に最も近い値
となる輝度センサである請求項１～４のいずれか１項に記載の光源制御装置。
【請求項９】
　前記測定手段は、全ての光源を消灯させた状態における前記第１の輝度センサによる検
出値である第１のセンサ値と、測定対象の光源のみを点灯させた状態における前記第１の
輝度センサによる検出値である第２のセンサ値と、に基づき、
 
測定対象の光源の輝度＝第２のセンサ値－第１のセンサ値
 
により測定対象の光源の輝度を算出する請求項１～８のいずれか１項に記載の光源制御装
置。
【請求項１０】
　前記測定手段は、全ての光源を消灯させた状態における前記第１の輝度センサによる検
出値である第１のセンサ値と、測定対象の光源のみを点灯させた状態における前記第１の
輝度センサによる検出値である第２のセンサ値と、全ての光源を消灯させた状態における
前記第２の輝度センサによる検出値である第１の判定値と、測定対象の光源のみを点灯さ
せた状態における前記第２の輝度センサによる検出値である第２の判定値と、に基づき、
 
測定対象の光源の輝度＝第２のセンサ値－第１のセンサ値×第２の判定値／第１の判定値
 
により測定対象の光源の輝度を算出する請求項１～８のいずれか１項に記載の光源制御装
置。
【請求項１１】
　全ての光源を消灯させた状態における前記第１の輝度センサによる検出値である第１の
センサ値が第３の閾値より大きい場合に、当該第１のセンサ値を第１のセンサ記憶値とし
て記憶するとともに、当該全ての光源を消灯させた状態における前記第２の輝度センサに
よる検出値である第１の判定値を第１の判定記憶値として記憶する記憶手段を更に備え、
　前記測定手段は、全ての光源を消灯させた状態における第１のセンサ値が第３の閾値以
下の場合、前記記憶手段に記憶されている過去の測定における第１のセンサ記憶値及び第
１の判定記憶値と、今回の測定において測定対象の光源のみを点灯させた状態における前
記第１の輝度センサによる測定値である第２のセンサ値と、今回の測定において測定対象
の光源のみを点灯させた状態における前記第２の輝度センサによる測定値である第２の判
定値と、に基づき、
 
測定対象の光源の輝度＝第２のセンサ値－第１のセンサ記憶値×第２の判定値／第１の判
定記憶値
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により測定対象の光源の輝度を算出する請求項１～８のいずれか１項に記載の光源制御装
置。
【請求項１２】
　前記第３の閾値は、前記第１のセンサ値が検出された時の外光の有無を判定できるよう
に決定される請求項１１に記載の光源制御装置。
【請求項１３】
　前記第３の閾値は、全ての光源が消灯し、かつ外光が無い状態で取得される前記第１の
輝度センサによる検出値に基づいて決定される請求項１１に記載の光源制御装置。
【請求項１４】
　前記第３の閾値は、全ての光源を消灯させた状態において、外光の時間変化に対して十
分長い期間にわたって前記第１の輝度センサにより連続的に測定を行って得られた検出値
のうち最も小さい検出値に基づいて決定される請求項１１に記載の光源制御装置。
【請求項１５】
　前記測定手段は、前記第２の判定値から、点灯している測定対象の光源からの光による
分を差し引くことにより、第２の判定値を補正し、補正後の第２の判定値を用いて測定対
象の光源の輝度を算出する請求項１０～１４のいずれか１項に記載の光源制御装置。
【請求項１６】
　前記測定手段は、測定対象の光源のみが点灯している状態における前記第１の輝度セン
サによる検出値と前記第２の輝度センサによる検出値との比率に基づき、
 
補正後の第２の判定値＝第２の判定値－第２のセンサ値×比率
 
により第２の判定値を補正する請求項１５に記載の光源制御装置。
【請求項１７】
　前記比率は、外光が無くかつ測定対象の光源のみが点灯している状態における前記第１
の輝度センサによる検出値と前記第２の輝度センサによる検出値との比率である請求項１
６に記載の光源制御装置。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の光源制御装置を備えるバックライト装置。
【請求項１９】
　請求項１８のバックライト装置と、前記バックライト装置からの光を画像信号に応じて
変調する表示パネルと、を備える画像表示装置。
【請求項２０】
　複数の光源と、複数の輝度センサと、を備える光源制御装置の制御方法であって、
　前記輝度センサによる検出値に基づいて光源ごとに輝度を測定する測定工程と、
　前記測定工程により測定される輝度に基づいて光源ごとに発光量のキャリブレーション
を行うキャリブレーション工程と、
を有し、
　前記測定工程では、前記複数の輝度センサのうち測定対象の光源に対応する第１の輝度
センサによる検出値に基づいて、測定対象の光源の輝度を測定し、
　前記キャリブレーション工程では、前記複数の輝度センサのうち前記第１の輝度センサ
とは別の第２の輝度センサによる検出値に基づいて前記測定工程により測定される測定対
象の光源の輝度に基づくキャリブレーションを行うか否かを決定することを特徴とする光
源制御装置の制御方法。
【請求項２１】
　コンピュータを、請求項１～１７のいずれか１項に記載の光源制御装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のプログラムが記録された記録媒体。 
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、複数の光源と、
　複数の輝度センサと、
　前記輝度センサによる検出値に基づいて光源ごとに輝度を測定する測定手段と、
　前記測定手段により測定される輝度に基づいて光源ごとに発光量のキャリブレーション
を行うキャリブレーション手段と、
を備え、
　前記測定手段は、前記複数の輝度センサのうち測定対象の光源に対応する第１の輝度セ
ンサによる検出値に基づいて測定対象の光源の輝度を測定し、
　前記キャリブレーション手段は、前記複数の輝度センサのうち前記第１の輝度センサと
は別の第２の輝度センサによる検出値に基づいて、前記測定手段により測定される測定対
象の光源の輝度に基づくキャリブレーションを行うか否かを決定することを特徴とする光
源制御装置である。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、複数の光源と、複数の輝度センサと、を備える光源制御装置の制御方法であ
って、
　前記輝度センサによる検出値に基づいて光源ごとに輝度を測定する測定工程と、
　前記測定工程により測定される輝度に基づいて光源ごとに発光量のキャリブレーション
を行うキャリブレーション工程と、
を有し、
　前記測定工程では、前記複数の輝度センサのうち測定対象の光源に対応する第１の輝度
センサによる検出値に基づいて、測定対象の光源の輝度を測定し、
　前記キャリブレーション工程では、前記複数の輝度センサのうち前記第１の輝度センサ
とは別の第２の輝度センサによる検出値に基づいて前記測定工程により測定される測定対
象の光源の輝度に基づくキャリブレーションを行うか否かを決定することを特徴とする光
源制御装置の制御方法である。
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